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編集者のつぶやき
　暑かった夏も過ぎ去り、ぐっと涼し
い秋になりました。秋には、スポーツ
の秋、食欲の秋、収穫の秋などいろい
ろな楽しみがありますね。皆さんどん
な秋をお過ごしでしょうか。表紙には、
「収穫の秋」ということで、さくら園
の園児が、地元農家さんたちの指導
のもと、芋ほりをしているようすをパ
シャリ。ちびっこたちは、大きなイモ
を収穫し、「重い～」と言いながらも
大満足の様子でした。　　（広報担当S）

　

饗
庭
野
の
南
東
部
に
位
置
す
る
清
水
山

城
は
、
全
国
的
に
貴
重
な
遺
跡
と
し
て
、

山
城
・
屋
敷
・
館
の
範
囲
が
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

城
の
南
方
に
は
、
湖
西
最
大
の
河
川
で

あ
り
、
水
運
に
重
要
視
さ
れ
た
安
曇
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
山さ

ん
ろ
く麓

に
は
、
主

要
な
道
で
あ
る
西
近
江
路
が
南
北
に
縦

じ
ゅ
う
だ
ん断

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
西
近
江
路
に
沿
っ
て
清
水
山
城
下

の
集
落
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
城
下
の
一
番
北
端
に
位
置
す
る

集
落
が
「
今
市
」
で
す
。
明
治
６
年
の

地ち
せ
き
ず

籍
図
を
見
る
と
、
道
に
面
し
て
間
口
の

狭
い
「
短た

ん
ざ
く冊
形
」
の
土
地
が
連
続
し
て
な

ら
び
、
市
場
の
町
な
み
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
左
上
写
真
）

　
「
今
市
」
は
、
そ
の
名
称
な
ど
か
ら
清
水

山
城
主　

佐
々
木
越
中
氏
に
よ
っ
て
「
新

し
く
つ
く
ら
れ
た
市
」
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

の
ち
に
織お

だ
の
ぶ
ず
み

田
信
澄
（
信
長
の
甥
）
が
築

く
大
溝
城
下
町
に
は
、
新
庄
町
・
南
市
町
・

今
市
町
の
地
名
が
見
ら
れ
、
城
下
町
が
つ

く
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
高
島
郡
内
の
町

場
が
移
転
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

新
庄
町
は
新
庄

城
下
の
町
場
、

南
市
町
は
安
曇

川
南
岸
の
田
中

の
町
場
、
今
市

町
は
清
水
山
城

下
の
町
場
で
あ

る
「
今
市
」
と

考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
今
市
」
は

戦
国
時
代
末
に

は
大
溝
城
下
町
に
招し

ょ
う
ら
い来さ

れ
る
ほ
ど
発
展
し

た
町
場
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
平
井
」
は
、
今
市
の
南
に
位
置
し
、
清

水
山
城
へ
の
大
手
道
が
西
近
江
路
と
交こ

う
さ
く錯

す

る
地
点
に
あ
た
り
ま
す
。
地
元
に
は
、
佐
々

木
越
中
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
八
田
氏
が
居

き
ょ
じ
ゅ
う住

し
て
い
た
と
す
る
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
６
年
の
地
籍
図
に
は
、
西
近
江
路
と
大

手
道
に
沿
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
土
地
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
武
家
屋
敷
群
が
存
在
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
井
の
南
に
位
置
す
る
「
安
養
寺
」
の
集

落
は
、
清
水
山
屋
敷
地
の
「
地
蔵
谷
」
に
あ

り
、
織
田
信
長
の
高
島
郡
攻
略
の
時
に
、
清

水
山
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
川
原
市
」
は
、
西
近
江
路
が
安
曇
川
を

渡
る
地
点
の
北
側
に
位
置
し
、
す
で
に
、
応

永
34
年
（
１
４
２
７
）
に
書
か
れ
た
『
宋そ

う
が雅

道
す
が
ら
之
記
』に
そ
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

集
落
に
あ
る
妙み

ょ
う
き
ょ
う
じ

敬
寺
は
、
佐
々
木
氏
の
一

族
が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
境
内
に
は

佐
々
木
高
信
の
墓
と
伝
え
ら
れ
る
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
川
祭
に
お
け
る

「
神み

ご

く
御
供
の
式
」
で
は
、
佐
々
木
氏
お
か
か

え
の
鍛か

じ冶
の
子
孫
と
さ
れ
る「
河
原
市
鍛
冶
」

の
岡
田
一
族
が
正
座
し
ま
す
。（
右
下
写
真
）

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
川
原
市
」
は
、
鎌

倉
時
代
よ
り
佐
々
木
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ

り
、
佐
々
木
氏
直
属
の
職
人
集
団
が
存
在
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

清
水
山
城
の
城
下
は
、
国
内
の
城
下
町
が

ど
の
よ
う
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
か
、
そ

の
過
程
を
知
る
上
で
、
そ
の
初
期
段
階
の
事

例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
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▲明治6年　今市村絵図

▲七川祭　神御供の式


